
































































































































































































視点から検討している。 1つは、問題を f深さj と「広がり」をもって捉える「システム思考J






















































『学校経営研究J第 38巻 2013 
本書は企画した通り学校経営学の現代的知見を読者にコンパクトに与えている。一方あるべき
望ましい学校の姿を含んで¥判交を変えるにはこうすべきであるとしづ規範論的展開にならぬよ
う配慮している。取り上けfた事例も、これまでの仮説の実証や、既存の研究知見との対比で問題
を提示し新たな理論を主張する指向性をもたない。各学校の置かれた個別性に着目し、 fこの学校
はよりよい方向へ変わってきた」と関係当事者が認識している事例を素材に、読者が fそうなっ
てゆく過程」を事例のコンテクストに沿いながら学ぶスタイルで、あるO そのため第 11章において
実践に対する著者の含意が示されているが、本書全体を通底する「判交を変える新しい力j とは
いったい何なのか、読者にとってある種の分からなさを発生させていると思われる。
学校改善の実践ではシャインの主張する系旦織文化の第3層まで変化を導き出すのは容易ではな
く、コミュニケーションの場を単に設定しでも共有ビジョンの形成や教師のエンパワーメントは
生起しない。結局「学校を変える力は、かかわる人々がそれぞれの立場でリーダーシップを発揮
しながら紡ぎ上げていくものだJとしても、どのように仕掛けたらよいのか現場はここに困難を
抱える。評者の経験的現実でも、 4つの事例同様に改善過程は紘織分裂を招く危険な局面に必ず
遭遇する。校長の改善圧力が教職員のそれまでの系B織や個人の恒常性を大きく乱すことになり、
教職員を一種の危機状況に焔れ、それまでに身についた考え方や方法を用いても課題や問題の克
服が容易にできず、混乱と動揺が結果として起こる事態を招く。学校により期間の長短はあるが、
この混沌とした状況をなんとか系出哉として持ちこたえ、共有ビジョン形成のための熟成期間が過
ぎると、教職員や関係者が実践成果をともに実感できるようになる。そして学校内外からの要求
バランスが取れて、あたかもジャンピングボードで別次元に飛躍するように相乗効果や創発が生
まれ、系出哉全体として 1-皮むけJ凝集性が高まり新たな組織の局面に移ることがある。しかし
残念ながらそれらが生じない学校のケースも多々ある。では、この分岐点となる要因は何なのか。
どのような要件がそろえば創発が生じ、教師がエンパワーメントされていくのか疑問が残る口
今日の学校をめぐる諸問題の解決には、教員個々の創意工夫に富む取り組みと学校の紘織とし
ての取り組みを適正に組み合わせていくことが求められている。ルーズカップリングとしての学
校総織論に代わり、決定権限の分散化や浮U1r.哉過程における相補的で双方向的な協働化による学校
組織・運営の改革が提案されてきている。また教育改革の奨励施策としての管理職によるトップP.
ダウンと系列化の学校紘織・運営改善策もある種の協働化を進める一手法と考えるならば、どの
ように学校の札織・運営の改善に機能していくのか、あるいは逆に作用するのか見定めていく必
要がある。著者らには現実分析とともに実践の方向性をも指し示す研究成果の提示に期待したい。
最後に、本書は学校経営の研究者が長期にわたり学校現場に入札学校高E織の内部まで踏み込
み臨床的アプローチに基づいて分析し、学校現場のリアリティがよく記述され、実践への重要な
視点を示した労作である。その並々ならぬ努力に対して心から敬服する。今後、本書を契機に「学
校をもっと《よい学校》に変えたしリと思っている多くの方々と交流が広がり、新たな知見の創
発が生じることを期待したい。
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